
チベットのための「光のプロテスト」：キャンドル・フォー・チベット

チベットの自由と平和を願い、世界中でキャンドルが灯されます。

このWikiはキャンドル・フォー・チベットへの参加方法と

日本各地で行われるチベットのためのキャンドルライトの情報共有を目的にしています。

チベットのためのキャンドルライトは、一過性のイベントではありません。

プロテストの灯りは、チベットが自由になるまで消える事はありません。

キャンドル・フォー・チベットのサイト→candle4tibet

 「キャンドル・フォー・チベット」とは

「キャンドル・フォー・チベット」は、イスラエルのRamat Hasharon在住で、投資銀行を引退した52歳のデヴィッド・カリファ
氏が、SNSのひとつである「Facebook」上で提唱したもので、カリファ氏が私財を投じて運営しています。この運動は、多言語に
対応したホームページ（ボランティアの手で25カ国語に翻訳）と、ネットワークの力で、あっという間に全世界に広がりました。 

この度、カリファ氏は、世界的に活動を展開している「Unity Network」のメンバーらと共に、人類が一致協力し、人種や国籍や性別
や宗教や政治信条を超えた人類愛を抱くことを世界に訴えています。チベットの歌姫、Yungchen Lhamo（ヤンチェン・ラモ）も
「キャンドル・フォー・チベット」に参加しています。「チベットの声」と称される彼女が、その神聖なる声と音楽と精神でもっ
て、この運動の先頭に立ってくれます。 

この運動のメッセージはシンプルなものです。自由を尊重する人は、どうかキャンドルを灯して下さい。個人として、神聖な気持ち
でキャンドルを灯す行動が、意見表明となるのです。その意見表明が大規模であれば、世界各国の首脳も無視できないでしょう。 
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